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研究成果の概要（和文）：本研究では、トルコ共和国において 1992 年に発生したエルジンジャ

ン地震、1999 年のコジャエリ地震からの復興に関する比較調査を行った。トルコにおいて復興

から防災へというフェーズにおいての市民社会的な活動を取り巻く宗教や政治の地域的な編成

について、①1990 年代のトルコにおける市民の互助的な支援活動の展開および組織化、②行政

のイニシアティブと市民参加の不十分さ、③科学技術と矛盾しない形で市民の活動を支える宗

教的なもの、のありようを明らかにした。

研究成果の概要（英文）：This study conducted intensive field research on disaster
reconstruction of provincial cities in Turkey and explored the relationship among the
civil society, public sector and religious awareness.
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１．研究開始当初の背景
世界的な政治経済状況の急激な変化のな

か、トルコ共和国は世俗主義という国是とイ
スラームの緊張関係の点で注目を集めてい
る。そこでの一つの課題は、研究の集中する
イスタンブルではなく、国土の大部分を占め
るアナトリアで暮らす人々がこの問題とど
う関わっているかを理解することにある。

２．研究の目的
地方都市における市民社会の動きを捉え、

そこから政治・社会・宗教の関係を再考する
ことを目的とする。その際、トルコにおける
市民社会の発達の重要な契機が自然災害へ

の対応であった点に着目し、1990 年代に起
きた地震の被災地である二つの地方小都市
を対象とし、比較検討することで、1990 年
代から現在にかけての地方都市の状況を明
らかにする。
３．研究の方法

現地でのフィールド調査および資料収集
と、国内における文献研究と調査データの集
約・分析を行う。

４．研究成果
（1）エルジンジャン市での災害復興の聞き
取り調査および資料収集によって、①1992 年
の地震後の復興過程における市民同士の助
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け合い、②赤新月社やアマチュア無線グルー
プなどの NGO の持続的な活動、③行政のリー
ダーの強いイニシアティブ、④地震が断食月
の礼拝中に起きたことによる宗教的な意味
づけ、⑤1939 年の大震災も含め、大きな被害
を受けていることによる防災意識の高まり
（特に建物の建築制限の順守に表れている）
が明らかになった。

（2）コジャエリ市での災害復興の聞き取り
調査によって、①1999 年の地震後の復興過程
における親族ネットワークの強さと人々の
移動性の高さ、②マハレ防災ボランティアな
どのネットワーク型の市民活動の現れ、③行
政に対する不信感にもとづく市民活動の高
まり、復興の行政主導による住民不在③それ
と矛盾しない宗教的意識、⑤都市・工業地域
であることによる建築制限の困難さと人の
移動の激しさによる災害の忘却、が明らかに
なった。

（3）以上の調査に基づいて行ったギョルジ
ュクおよびエルジンジャン市の状況の比較
を通じて、①1990 年代のトルコにおける市民
の互助的な支援活動の展開および組織化、②
行政のイニシアティブと市民参加の不十分
さ、③科学技術と矛盾しない形で市民の活動
を支える宗教的なもの、のありようが明らか
になった。

（4）さらに、ギョルジュク市で活動する団
体と関連する、イスタンブルにおいて防災に
関する活動を行う団体についての調査を通
じて、防災市民活動の継続が抱える諸問題や、
それに対しどのように対応がなされている
か、というローカルな解決策のあり方も明ら
かになった。
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